
サステナビリティ中期目標 代表的な施策 2020年度の主な取組み 関連ページ 関連するSDGs

Imaging Chain × Innovationによる
新たな価値で社会貢献を ◦映像の利便性を向上させ、社会課題の解決に寄与する製品・システム・サービスの提供

◦社会の安全・安心につながるソリューションの提供
・インフラ設備等の保全・監視業務向けの視認性向上システムを発売（DuraVision EVS1VXなど）
・日本財団が実施する「無人運航船の実証実験に関する技術開発協同プログラム」に参画。

◦医療の安全と質の向上につながる手術室向けシステムの性能強化
・ 4K対応のネットワークエンコーダ（ADMENIC NEO）の発売や信号配信マネージャーへの機能

の追加（LMM0802）
◦これらの取組みが認められ、「DX認定事業者」に認定

P.15-28
P.33-40

環境負荷低減の加速

 製品  
業界最先端の環境対応

 事業活動  
・2030年度にCO₂排出量70％削減（2017年度比） 
・2040年度にCO₂排出量ゼロ

◦製品における環境負荷の低減 
（再生プラスチックの利用、プラスチック利用の削減、梱包材の削減など）

◦事業活動における環境負荷の低減 
（温室効果ガスの排出量削減や省エネルギーの推進）

◦モニター消費電力削減の継続
◦製品における再生プラスチック使用率50％の達成 
（FlexScan EV3895など）

◦梱包材にパルプモールドを採用（RadiForce RX370）
◦生産拠点におけるグリーン電力導入率の引上げ 
（日本:50％、ドイツ:100％）

P.41-46
P.71

サプライチェーンと一体となった
サステナビリティ推進

◦取引先への「EIZOサプライヤー行動規範」の推進要請を通じた、グローバルサプライチェーンに 
おける社会的、環境的、倫理的責任などサステナビリティの推進

◦責任ある鉱物調達に関する取組み（不正に関与する特定鉱物の不使用を目指す取組み）

◦ サステナビリティを推進するための「EIZOグループ行動指針」 
及び「EIZOサプライヤー行動規範」の改定と展開

◦ 責任ある鉱物調達調査（コバルト含む）の 
精度向上及び運用改善 P.53-56

誰もが生き生きと活躍できる
職場環境の構築

◦働きやすさを支える取組み
◦労働安全衛生に関する取組みの推進
◦ダイバーシティの推進

◦Withコロナを前提とした職場の感染防止対策と働き方の整備 
　�※2021年夏にCOVID-19ワクチンの職域接種も実施（石川県内）

◦就業時間中の全面禁煙
◦「健康経営優良法人2021（大規模法人部門）」に認定

◦女性活躍行動計画及び障害者雇用率の達成に向けた施策の実施
◦男性の育児休業取得率向上

P.47-52
P.72

「EIZOグループ行動指針」に掲げた当社のサステナビリティに対する考え方のうち、
ステークホルダーの皆様からの期待と当社経営戦略の観点から重要性の高い事項を
「サステナビリティ中期目標」と位置付け、年度ごとにPDCAサイクルにて取組んでいます。

持続可能な成長を支える基盤

シンボルマーク ＋ DX認定
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